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■ 休 館 日
■ 入館無料
■ 来館案内

国立ハンセン病療養所入所者でつくる全国組織 全国ハンセン病療養所入所者協議会(全療協)は、1951年の結成から
60年を迎えました。この間、らい予防法改正・患者作業の職員化・生活費の確保・医療の充実・社会保障の確立・療養所内の
整備などを、長年の患者運動を通して求め続け、少しずつ実現してきました。そしてついにらい予防法を廃止し、裁判で国
に責任を認めさせるまでに至ったのです。現在では高齢化と入所者数の減少に直面する中で、生活と医療の場である療養
所の存続と社会化を目指しています。
こうした全療協の運動がもたらした成果が、戦後のハンセン病療養所の歴史を形成してきたと言っても過言ではありま
せん。全療協の歴史を見ることで、それぞれの時代に何が課題となり、どのようにして乗り越えてきたかを知ることができ
ます。患者・回復者や療養所と私たちとのこれからの関わり方を考えるためにも、全療協の60年のあゆみをご覧下さい。


